
まちづくり懇談会 意見概要 

懇談会で出された、今後の安全で住み良いまちづくりに関連。発展するご意見、並びに質問を項目ごとに記載しています。 

地域 地区 １暮らしの安全と環境を重視し

たまちづくり 

２絆と支え合いを大切にするま

ちづくり 

３生活の安全が確保されたまち

づくり 

４人やもの、情報の交流拠点づ

くり 

５ものづくり精神が息づくまち

づくり 

６強く生き抜く子どもを育むま

ちづくり 

７歴史文化やスポーツを活かし

たまちづくり 

鵜住居①根

浜 

・ 根浜経由箱崎、箱崎白浜ま

で通る避難道路の開通を望

む。 

・ 東の沢に避難道路、山裾に

散策路を望む。 

・ 鵜住居防潮堤の早期建設を

望む。 

・ 高台に福祉施設、学校、催

しものが開けるスペースを

設置したい。 

・  

・ 根浜経由箱崎、箱崎白浜ま

で通る避難道路の開通を望

む。 

・ 地域全体での医療計画を望

む。 

・ 居住地の高台移転を望む。

・ 砂が無くなった海岸を、人

工的に整備した海水浴場と

するなど観光地化する。 

・ ・コミュニティーバスの検

討 

 

・ グリーンツーリズムの早期

復活。 

・ 漁業の早期再開。 

・ 海の見える学校 

・  

 

箱崎、桑の浜 ・ 高さを上げた防潮堤の建設

を希望。 

 ・ 住宅が早期再建できるよ

う、計画案の提示を求む。

・ 高台移転は箱崎に適さない

のではないか？ 

・ 冬季でも安全な幹線道路の

整備を望む。 

・ ケーブルテレビの復旧。 

 ・ 児童館の再建を望む。スク

ールバスの整備。 

・  

・箱崎の美しい景観を戻したい。

鵜住居② ・ 大きな防潮堤の整備を希望

する。 

・  

  ・ 区画整理の道路幅を考えて

ほしい。 

・ 電話回線の早期復旧を望

む。 

   

片岸 ・ 防波堤の再建を望む。 

・  

 ・ 高台移転の居住地を早期に

示してほしい。 

・ 復興公営住宅の早期整備を

望む。 

・ 45 号線周辺に住宅を整備し

てほしい。 

 ・ 企業誘致。 

・ 浸水区域を国で買い上げ、

農地として払い下げてほし

い。 

  

両石 ・ 楕円形の防波堤を建設し、

その上を道路してはどう

か？ 

・ 防波堤を 15m で計画しては

どうか。 

・ 夜間でも安全に避難できる

街路の整備を望む。 

  ・ 箱崎半島に避難道路を希望

する。 

・ 仮設的にプレハブを造り、

会合ができるようにしてほ

しい。 

・ 半島を利用した風力発電・

太陽発電の整備をしてはど

うか。 

  

鵜住居 

箱崎白浜、仮

宿 

・ 防潮堤高さまでの地盤嵩上

げが不可能なら、防潮堤の

高さを上げたほうが良い。 

・ 漁港の防波堤は北波を考え

て「へ」の字で計画してほ

しい。 

 ・ 山側に道路を通してほし

い。 

・ 津波の予報が何メートルで

あろうと、避難するという

意識付けが必要。サイレン

などは地震の影響で作動し

ないことが考えられるの

で、地震が津波の合図だと

知って欲しい。 

・ 街灯の設置を望む。 

 ・ 漁具購入を県。国に要望し

たい。 

・  

  

只越、大只

越、天神町、

大町、大渡 

 ・ 避難所の整備が重要。 

・ 普段から、市や学校の防災

訓練に参加するべき。 

・ 情報提供のあり方を考えて

ほしい（サイレンよりも逃

げる方法の伝達など）。 

・ 低い土地には居住地を作ら

ないようにするべき。 

    

新浜町、東

前、浜町、港

町 

  ・ もとの居住場所に戻りた

い。 

・ 避難道路を整備して欲し

い。 

・ すべてエリア１にするべ

き。 

    

東部 

嬉石、松原  ・ 誰がどこに居るのか知りた

い。公開して欲しい。 

・ 仮設住宅入居が決まっても

遠すぎて漁に出られないの

 ・ 仮設住宅入居が決まっても

遠すぎて漁に出られないの

  



 で補償して欲しい。 

 

で補償して欲しい。 

 

佐須 ・ 流された防火水槽の復旧を

望む。 

・ 消防屯所の再建を望む。 

 ・ 浸水エリアには林道入口付

近高さまでの盛土をし、小

山を作り、沿岸には松を植

えると良い。防潮林が無く

なり、波殺しが無くなって

いる。 

・ 山を切り居住地を作るべ

き。 

 ・ 住居は我慢できるが船は必

要。 

・ 家は流されないが、漁具、

船、倉庫が流された人も罹

災者。 

  

尾崎白浜 ・ 防潮堤の原型復旧、嵩上げ

は必要。 

・ 盛り土して欲しい。 

 ・ 市で、被災者全世帯分の移

転場所を手当してほしい。

・ 防災務線、防犯灯の設置を

望む。 

・ 定期バスが停留所以外でも

止まるようにして欲しい。

・  

   

平田 

下平田 ・ 県道、国道、上平田への道

路をつなぐ考えがある。 

・ 湾口防波堤の早期復旧を望

む。 

・ 釜石上中島線を通して欲し

い。三陸縦貫道のアクセス

を作ってほしい。 

 ・ 国道法面をつかって、避難

道路を整備してほしい。 

・ エリア３を市、国の土地に

して欲しい。 

・ 君洞地区に鉄道をくぐる道

路を整備してほしい。 

・ エリア３を、埋め立て地と

連携させて考えるのはどう

か。 

・ バス停の整備を検討してほ

しい。 

   

大石 ・ 釜石上中島線を通して欲し

い 

・  

 ・ 港の西は波の影響を受けや

すいため、東側の嵩上げが

有効。 

・ 盛り土への自立再建より、

高台への集合住宅の方が安

心。 

・ 傾斜がきついので、細い道

でもしっかりした道路があ

れば避難可能。 

・ 安全な高台に防災無線を整

備してほしい。 

・  

・ 安全な高台に防災無線を整

備してほしい。 

・ 情報の提供方法を考えて欲

しい。 

 

・漁業資材、農業機械などの補

助がほしい。 

  

荒川 ・ 防災教育が必要。 

・ 浸水地域に公共施設を建設

するのであれば、自家発電

を設置してほしい。 

・ 通年で通行可能な内陸への

道路を整備してほしい。赤

坂峠のトンネル化を検討し

てほしい。 

 ・ 漁を継続するため、（仮設で

よいので）車が通れる道路

を整備してほしい。 

・ 防災無線の復旧をして欲し

い。 

 ・ 被害を受けた耕地に、行政

の援助がほしい。 

・  

  

本郷 ・  ・ 東側の嵩上げが効果的。 

・ 良い制度でもあれば別だ

が、自力再建は難しい。 

・ 細くてもしっかりした道路

があれば安心。 

・ 防災無線は高台に設置すべ

き。 

 ・ 漁船があれば、生活再建で

きる。 

・ 宮古のように釜石でも漁業

への補助がほしい。 

  

唐丹 

小白浜、片

岸、川目 

 ・防災のまちづくりが必要。声

掛けなど。 

  ・ 耕地復旧のための行政補助

がほしい。 

・  

  

 


